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１．研究計画の概要 
 本申請における研究ではセレン耐性・高蓄
積性の性質を付与した遺伝子組換え植物の
開発を最終的な目的とする。具体的な内容は
北米に自生しセレン耐性・高蓄積性を示す
Stanleya pinnata（スタンレア・ピナータ）
というアブラナ科の植物におけるセレン耐
性・高蓄積性のメカニズムを解明しその成果
をセレン耐性・高蓄積性植物の分子育種に応
用する。この研究目標の達成のため、以下の
研究を行う。 
(1) セレン耐性・高蓄積性スタンレア・ピナ
ータとの比較対象となる植物種の同定 
(2) セレン耐性・高蓄積性の獲得に必要な因
子の分子レベルでの特定 
(3) セレン耐性・高蓄積性の獲得に必要な因
子の生理レベルでの特定 
(4) セレン耐性・高蓄積性の獲得に必要な因
子（遺伝子）の他の植物への適用 
 
２．研究の進捗状況 
(1) セレン高蓄積性スタンレア・ピナータと
の比較対象となる植物材料の確立を行うた
め、セレンを高蓄積するコロラド州原産のス
タンレア・ピナータ、セレン吸収性が調べら
れていないカリフォルニア州原産のスタン
レア・ピナータ及びその近縁野生種である
Stanleya albescens（スタンレア・アルベセ
ンス）のセレン蓄積性について検証を行った。
その結果、コロラド州原産のスタンレア・ア
ルベセンスをセレン高蓄積性サンプルとし
て、スタンレア・アルベセンスをその対象と
して用いれば良いことが示された。 
(2) スタンレア・ピナータにおけるセレン耐

性・高蓄積性の獲得に必要な因子を遺伝子レ
ベルで特定するため、モデル植物であるシロ
イヌナズナの硫黄代謝・トランスポートに関
与する遺伝子、植物の防御応答に関与する遺
伝子及び植物ホルモンの合成に関与する遺
伝子の cDNA を網羅的に載せたカスタムメイ
ドマクロアレイを作製した。これを用いて、
セレンの有無によるスタンレア・ピナータ及
びスタンレア・アルベセンスの遺伝子発現解
析を行った。その結果、スタンレア・ピナー
タにおいて植物の防御応答、硫黄代謝及び植
物ホルモンの合成・応答に関与する遺伝子の
発現が構成的に高いことが示された。 
(3) (2)の研究成果によりスタンレア・ピナ
ータにおけるセレン耐性・高蓄積性の獲得に
植物ホルモンが関与している可能性が示唆
された。そこで植物ホルモン生成について調
べた結果、スタンレア・ピナータではセレン
を投与しない条件下でジャスモン酸、メチル
ジャスモン酸及びサリチル酸の含有量が高
いこと、またこれらの含有量はセレン投与に
より低下することを見出した。一方、スタン
レア・アルベセンスにおいては、これらの植
物ホルモン含量はセレン投与により増加（ジ
ャスモン酸及びメチルジャスモン酸）、又は
変化しない（サリチル酸）ことが明らかにな
った。また、エチレン生成量はスタンレア・
ピナータにおいてセレン投与により増加し
たが、スタンレア・アルベセンスではこのよ
うな増加は見られなかった。これらのことか
らスタンレア・ピナータにおけるセレン耐
性・高蓄積性の獲得に植物ホルモンが大きく
関与していることが示唆された。 
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３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 これまでの 3年間の研究成果により、スタ
ンレア・ピナータにおけるセレン耐性・高蓄
積性の獲得に植物ホルモンが大きく関与し
ていることを示すことが出来た。この成果は
4カ年の研究計画である(1)〜(4)のうち、(1)
〜(3)までの目標を順調に達成することによ
り得られたものである。また、本年度までに
達成することができた成果は査読論文（５. 
〔雑誌論文〕の①）としてまとめることが出
来た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 これまでの研究でスタンレア・ピナータに
おけるセレン耐性・高蓄積性の獲得が植物ホ
ルモンの構成的かつ高いレベルの産生によ
ることを明らかにする事が出来た。しかしな
がら、3 年目を終えた段階でスタンレア・ピ
ナータからのセレン耐性・高蓄積性の原因と
なる遺伝子の同定には至っていない。したが
って、1.の研究計画の(4)で提案しているス
タンレア・ピナータのセレン耐性遺伝子を他
の植物に導入する計画は最終年の研究だけ
では困難な状況である。したがって最終年度
の研究計画を以下のように変更する予定で
ある。すなわち、セレンを蓄積しない植物（例
えばスタンレア・アルベセンス）に植物ホル
モン（ジャスモン酸、メチルジャスモン酸、
エチレン及びサリチル酸）を投与することに
よりセレン耐性・蓄積性が増加するのかどう
かについて検証を行う。また、セレンのハイ
パーアキュミレーターであるスタンレア・ピ
ナータに植物ホルモンの合成、作用阻害剤を
投与することによりセレン耐性・蓄積性が低
下するかどうかについて検証を行う。これに
より 3 年間の研究により得られたセレン耐
性・蓄積性に植物ホルモンが関与するかどう
かについて最終的な結論が得られ、セレン耐
性植物の分子育種法を提示することが出来
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
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